
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 2.10 - 2.20 -0.035 - -0.030 1.75 - 2.50 -8.00 - -5.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前-3.6% 予0.7% 前23.0万件

前3590億円 予-9434億円 前0.9% 予0.8%

前1.0% 予1.3%

前20.4 前61.1 前117.6 前2.9%

前31.8 前59.6 前0.5% 予0.5% 前1.3%

前1.3 前58.0

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Japan:2月東京都区部CPI

Germany:2月製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ、速報値） 

Japan:1月全国消費者物価指数(CPI)

Germany:10-12月期ＧＤＰ(改定値)Germany:2月ＩＦＯ企業景況感指数 GB:BOEカーニー総裁、発言 

EU:2月サービス部門PMI

EU:2月製造業PMI GB:10-12月期 四半期GDP EU:1月消費者物価指数(HICP)

前週分 新規失業保険申請件数

EU:2月消費者信頼感(速報値) EU:ECB理事会議事要旨公表

Japan:1月貿易統計（通関ベース）

EU:2月ＺＥＷ景況感調査

FOMC、議事要旨公表

Germanｙ:2月ＺＥＷ景況感調査（期待指数）

2月21日

USA

2018年2月22日

1,013.3991.0
996.6
-7.4 

1,022.5
-4.7 

Source: LBMA/LPPM

PM

998.00

1,028.00

1,330.50

COMEX/NYMEX ($) Gold (Apr) Silver (Mar) Platinum (Apr) Palladium (Mar)

0.179

16.420
16.745

Asia

0.9

Mon Tue

16.435

LBMA/LPPM Fixing ($)

2月19日

1,027.00

994.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals：

貴金属はシルバーを除いて下落した。米連邦公開市場委員会(FOMC)議事要旨の公表前は為替につれて貴金属は全般的に方向感なく推移し

た。その後、日本時間4時に公表された同要旨が追加利上げを後押しするものであった事を受けて米金利・ドルがともに上昇した事が貴金属に弱

材料となり、売りが入った結果下落した。パラジウムは米金利上昇を受けて米株市場が下落した事も弱材料となった。シルバーはFOMC議事要

旨公表前の上げ幅が大きく、結果横ばいとなった。

FX：

ドルは対主要通貨で引き続き上昇。公表1月30-31日のFOMC議事要旨が緩やかな利上げ継続及び短期的な景気上振れの可能性を示唆するも

のであった為、これを受けて米金利が上昇し、ドル買いが優勢となった。米ドル/円終値は107.78、ユーロ/ドル終値は1.2284。

16.617

1,002.9

Europe

1,338.5
1,331.2

1,332.1

AM

1,328.60

 Fixing Prices

1月中古住宅販売件数

1,026.9
1,029.61,004.4

1,324.4

412.9

-43.5 

355.7 1,104.0

465.529.7 2,076.1

10.2

109.7 2,220.6

3,324.6

-130.9 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.340

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,663.2

-360.4 

2018/2/13

-1.1 

19.5

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目

的としており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


